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亙。緒 言

　精子に対する放射線の直接の影響，すなわち精子の運

動代謝および核物質におよぼす高エネルギーのX線およ

びγ線の影響は放射線障害やその遺伝的影響が種々調べ

られている割に，あまり実験されていない。前報Dにお

いて低線：量（X線300～1×104r）では照射後の牛の精

子生存率に晶種間において差が認められ，高線量（γ線

1×104～30×10‘i　r）では30×104　r11藁射により照射直

後の生存率に著しい低下が観察され，また保存試験では

照射線量が増加するにしたがって生存時間の短縮が認め

られることを報告した。しかし前報の試験では最大照射

量の30×1伊r照射に！80分の時間を要し，精子が保

存温度（4～5。C）より高温（室温10。C）に曝らされる

ため，精子の休眠状能が破れ，精子の生存時間を比較す

ることに問題があった。したがって今回は照射中の温度

上昇による精子運動の促進とその生存率低下を防ぐた

め，低温（4～5。C）に保存しながら照射を可能とする特

製魔法瓶を用い，また短時聞に大量照射の可能なCo－60

γ線を利用して牛精子の生存性におよぼすγ線量の影響

を調べた。精子の生存性は運動と呼吸の両者を比較して

論ぜられるべきであるが，本報では運動性のみにつき報

告する。

　　　　　　夏L　実験材料および方法

　材料は茨城県畜産試験場繋養の黒毛和種の精液（人工

授精用保存液セミナンで稀釈した市販用保存精液アンプ

ル封入）を用い，γ線は放射線高分子化学研究所東京研

究所の1，000CCo－60γ線発生装置を使用した。照射

条件は第！表に示す。牛精液は照射前日に採取され，照

射後は直ちに農学部え持ち帰りBlOm法を用いて生存率

の測定を実施した。照射後の第1回の測定は運搬に要す

る時間その他を考慮して，照射後6時間に統一した。ま

た試験番号4は保存試験も行なったが，精液採取より試

験終了までの間，精液は砕氷を入れた魔法瓶内で4～5。

Cに保存した。照射には高さ約16　cm，外径2．5cm，
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内径1．5cmの特製魔法瓶を用意し，砕氷を入れ，でき

るだけ4～5。Cになるように留意しながら照射した。し

かし長時間照射の場合には氷が融解して温度が約！0℃

に上昇したものも認められた。

MI．実験成績および考察

　1）　照射後6時間における生存率

　照射後6時閥における生存率を第2表に示す。体外精

子すなわち射出精液に対する放射線照射の影響に関して

は，牛精液については見当らぬが，Rugh2）（蛙），（Jo－

haRsson3）（鶏），　A・moroso4）等（兎）およびChang5）等

（兎）の報告がある。これらの報告はいずれも放射線照

射した精液を人工授精することにより，精液に対する放

射線照射量と受胎率および発生異常との関係を観察して

いるのみで，精子自体の放射線照射による生理学的影響

については調べられていない。したがって照射量：も少な

く1×105　r（Ameroso）が最高量である。本試験では放

射線照射により照射後6時問において精子が運動を停止

する線量を求めるため短時間大量照射を実施した。その

結果試験番号4では5×10‘r照射，試験番号7では30

×1びr照射で，それぞれ照射後6時間において運動停

第2表　照射後6時間における生存率
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止が認められた。しかし試験番号7では対照区の生存率

が57．0％であり，精液性状がやや不良とみられ，また

前信の試験番号3でも30×！04　r照射で運動停止がみら

れなかったことより，照射後6時間における運動停止の

線量は少なくとも30×10ヤ以上で，50　×　io4　r付近と

推定される。しかし試験番号4における50×10㌔照射

の場合も照射時間に90分を要しているため照射終了直

後，照射用特製魔法瓶内の氷も融解しており，100C前

後に温度上昇し，精子の運動が開始し，生存率低下が起

きていたとも考えられる。しかしながら精子の運動停止

に要する線量は例数も少ないので断定はできないが50

×10ヤ付近であると推定される。ここに精子の消耗を

完全に除去するため，ごく短時間内で大量照射の可能な

エネルギーの大きいγ線源による照射の必要が認められ

た。その他の線量については精液性状の不良であった試

験番7号を除き前報と類似の結果を得た。なお，照射線

量と精子の生存率の関係を，照射後6時問について図示

すると第1図の如くになる。例数が少ないので詳細は次
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報に譲るが，照射線量と生存率との聞には指数函数

（Hollaencler）で表わされる関係が認められた．

　2）保存試験

　試験番号4においては保存試験も併せて実施した。そ
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第3表　試験4における保存試験
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の結果を第3表および第2図に示す。本試験に用いた精

液は対照区の8日目において51％の生存率がみられ，

使用した精液の性状は比較的良好であることが認められ

たが，照射区は照射量の最も少ないS×109r照射区に

おいても4日目より急激に生存率が低下し，8日目では

完全に運動停止し，また照射量が増加するにしたがって

生存率が悪くなり一報と同様の結果を得た。前報で試験

番号3の5×10騒照射区の線量率が10×10ヤ／h（照射

時間30分）であるのに対し試験番号4では33×104r／

h（照射時間9分）であり単位時間内の照射量に大きな

相異があり，この線：量率の差が生存率に如何なる影響を

与えたかについてはMilovanovの生存指数6）により比

較検討してみた。その結果は第4表にみられる如く，対

照区の生存指数は8日目まで14，357で，前山における

試験番号2（8日醤13，293）および試験番号3（褐毛

和種は12日目まで19，24！，黒毛和種は12日目まで

26，677）と比較して前述の通り普通の精液性状であった

と考えられる。しかし試験番号3と試験番号4の両者問

で5×10“r照射区について，対照区の生存指数を100と

した指数で比較するとき，試験番号3では78（褐毛），

および55（黒毛）であるのに対して試験番号4では50

であり，生存指数間に差がみられ線量率により生存率に

相異があるものと思われる。Glttcksmann7）等も蜻料に

X線照射するとき，脳および眼の細胞の退行変性が，線

量率によって異なり，高い線量率の場合最も影響の大き

いことを報告しているが，本試験は丁数が少ないので傾

向が想像されるに過ぎないが，線量率の高い試験番号4

の方が精子に対して悪影響あったものと思われる。

　　　　　　　　　Iv。要　約

　照射用特製魔法瓶を用い，1，000CCo－60　r線発生装

置を使用して牛精液にγ線照射を実施し，生存率を測定

し次の結果を得た。

　1）　照射後6時間における精子の運動停止に必要な照

　　射線量は50×104r位であると推定された。

　2）保存試験においては線量率により差が認められ，

　　同じ5×104r照射の場合，10×10㌔／hより33×

　　1伊r／hの方が精子保存性に対し悪影響あるものと
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　　The　biological　effects　of　ionizip．g　一radi．ation　on　the　bull　spermqtozoa　are　sti11　net　fully　understood．　ln

the　present　experiin－ent　the　dose－effect　of　“1’一irradiation　on　the　bull　semen　（dilute　sutspension）　were　studied．

A　1，000－cuyie　cobalt－60　r　ray　irradiation　was　prepared　for　the　irradiation　with　a　s，　ingle　dosa．cre　raRging

from　1×！04　r　to　1×106　r．　Glass　ampuie　which　contaip－ed　the　semen　suspension　were　put　lnto　a　special

vacuum　fiask　of　about　high　16　cm　aitcl　dia．　2．5cm　ancl　cooled　with　crushed　ice　（preserved　”L’empercature：

4・一v50C）．　The　viability　of　spermatozoa　was　measured　by　Blom　methocl．

　　　　The　resttlts　obtained　were　summa　rized　as　follows：

　　　　1）　lt　was　assumed　that　the　dosage　which　was　ceased　the　inovement　of　spermatozoa　6　hours　after

　　　　　　　iryadiation　ls　about　50×104’r．　IL”he　dosage　survival　curve　of　irracliated　bull　spermatozoa　was

　　　　　　　similar　to　hyperbola　curve．

　　　2）　At　the　preservation　test　of　irra｛liated　semen，　loBgevity　of　spermatozoa　vvias　affected　by　closage　rcate，

　　　　　　　namely　the　longevity　was　retarded　1）y　high　dosage．　rate　than　low　closage　rate．
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